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療
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順
天
堂
大
学
医
学
部
附
属
静
岡
病
院

新
生
児
科
・
小
児
科　

准
教
授

寒 

竹 

正 

人

―
病
院
全
体
で
５
７
７
床
に
拡
大
―

　

２
０
１
６
年
４
月
１
日
よ
り
、
診
療
部
・
看
護
部
・
事
務
部
各

部
門
の
協
働
に
よ
り
、
小
児
科
の
み
な
ら
ず
外
科
疾
患
の
お
子
さ

ん
も
一
括
し
て
入
院
管
理
を
行
う
小
児
専
用
病
棟
と
し
て
、
２
Ｃ

病
棟
16
床
が
開
設
さ
れ
ま
し
た
。

　

災
害
時
の
避
難
所
の
例
を
挙
げ
る
ま
で
も
な
く
、
入
院
生
活
と

い
う
非
日
常
の
な
か
で
、
成
人
・
小
児
混
合
病
棟
に
お
い
て
は
双

方
の
ス
ト
レ
ス
が
多
大
な
も
の
で
あ
る
こ
と
は
想
像
に
難
く
あ
り

ま
せ
ん
。
そ
の
点
で
今
回
の
２
Ｃ
病
棟
の
開
設
は
当
院
に
と
っ
て

念
願
で
し
た
し
、
地
域
の
方
々
に
と
っ
て
も
待
望
さ
れ
て
い
た
も

の
だ
っ
た
よ
う
で
、
開
設
後
か
ら
伊
豆
日
日
新
聞
、
静
岡
新
聞
の

取
材
を
お
受
け
し
た
り
、
伊
豆
の
国
市
長
が
定
例
記
者
会
見
で
言

及
さ
れ
た
り
し
て
い
ま
す
。

　

当
院
小
児
科
の
掲
げ
る
「
幅
広

い
診
療
活
動
を
通
し
て
地
域
医
療

に
貢
献
す
る
こ
と
」
を
実
現
す
る

た
め
に
は
、
家
庭
の
事
情
に
応
じ

て
多
様
な
付
き
添
い
体
制
の
構
築

が
不
可
欠
だ
と
考
え
て
お
り
、
完

全
看
護
か
ら
付
き
添
い
入
院
、
さ

ら
に
は
個
室
で
の
家
族
に
よ
る
終

末
期
医
療
ま
で
対
応
す
べ
く
調
整

し
て
お
り
ま
す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

メインテーマ：≪骨粗鬆症≫

（
２
Ｃ
病
棟
16
床
）

小
児
専
用
病
棟
開
設

小
児
専
用
病
棟
開
設

小
児
専
用
病
棟
開
設

小
児
専
用
病
棟
開
設

小
児
専
用
病
棟
開
設

小
児
専
用
病
棟
開
設

小
児
専
用
病
棟
開
設
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岡
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岡
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現
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介
〜

　
　
　

現
状
紹
介
〜

〜
静
岡
病
院
の

　
　
　

現
状
紹
介
〜

循
環
器
科　

准
教
授

循
環
器
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准
教
授

循
環
器
科　

准
教
授

磯　

田　

菊　

生

磯　

田　

菊　

生

磯　

田　

菊　

生

　

心
臓
を
栄
養
す
る
動
脈
を
冠
動
脈

と
言
い
、
こ
の
動
脈
が
狭
く
な
る
と

狭
心
症
を
起
こ
し
、
閉
塞
す
る
と
心

筋
梗
塞
を
起
こ
し
ま
す
。
循
環
器
科

で
は
カ
テ
ー
テ
ル
を
使
用
し
て
冠
動

脈
の
狭
窄
や
閉
塞
を
解
除
す
る
冠
動

脈
治
療
を
日
夜
行
っ
て
い
ま
す
。
今

回
は
最
近
の
冠
動
脈
治
療
に
つ
い
て

紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。　
　

　

順
天
堂
大
学
医
学
部
附
属
静
岡
病

院
で
は
年
間
約
２
０
０
０
件
の
冠
動

脈
造
影
お
よ
び
約
６
５
０
件
の
カ
テ
ー

テ
ル
を
使
用
し
た
冠
動
脈
治
療
（
経

皮
的
冠
動
脈
イ
ン
タ
ー
ベ
ン
シ
ョ
ン

（
Ｐ
Ｃ
Ｉ
）
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
）
を

施
行
し
て
お
り
、
静
岡
県
内
で
も
有

数
の
症
例
数
と
な
っ
て
い
ま
す
。
緊

急
カ
テ
ー
テ
ル
治
療
（
Ｐ
Ｃ
Ｉ
）
は

年
間
約
２
０
０
例
で
、
心
肺
停
止
な

ど
重
篤
な
症
例
に
対
し
て
も
、
人
工

呼
吸
管
理
、
大
動
脈
内
バ
ル
ー
ン
パ

ン
ピ
ン
グ
（
Ｉ
Ａ
Ｂ
Ｐ
）、
経
皮
的
心

肺
補
助
装
置
（
Ｐ
Ｃ
Ｐ
Ｓ
）
な
ど
の

循
環
補
助
下
で
カ
テ
ー
テ
ル
治
療
（
Ｐ

Ｃ
Ｉ
）
を
施
行
し
、
救
命
に
あ
た
っ

て
お
り
ま
す
。

　

病
変
形
態
や
動
脈
の
蛇
行
具
合
に

よ
り
、
カ
テ
ー
テ
ル
挿
入
部
位
の
変

更
は
あ
り
ま
す
が
、
当
院
の
カ
テ
ー

テ
ル
治
療
（
Ｐ
Ｃ
Ｉ
）
は
左
手
首
の

動
脈
（
左
橈
骨
動
脈
）
を
挿
入
部
の

主
体
と
し
て
施
行
す
る
た
め
、
治
療

後
の
長
時
間
の
臥
床
安
静
を
避
け
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
病
変
部
の
治
療

に
際
し
て
は
、
病
変
の
位
置
や
形
態

を
考
慮
し
、
最
新
の
薬
剤
溶
出
性
ス

テ
ン
ト
（
Ｄ
Ｅ
Ｓ
）
の
中
か
ら
種
類

を
選
択
し
、
患
者
さ
ん
の
治
療
後
の

よ
り
良
い
経
過
が
得
ら
れ
る
よ
う
に

配
慮
し
て
い
ま
す
。
更
に
、
全
国
的

な
治
験
や
臨
床
試
験
に
参
加
し
、
大

学
病
院
の
目
的
の
一
つ
で
あ
る
最
新

の
研
究
デ
ー
タ
ー
発
信
に
寄
与
し
て

い
ま
す
。
こ
れ
も
、
患
者
さ
ん
方
々

の
ご
協
力
が
あ
っ
て
の
こ
と
で
、
職

員
一
同
深
く
感
謝
し
て
い
ま
す
。

　

ス
テ
ン
ト
治
療
に
お
い
て
、
従
来

型
の
金
属
ス
テ
ン
ト
（
Ｂ
Ｍ
Ｓ
）
で

は
20
―
30
％
、
薬
剤
を
塗
布
し
た
ス

テ
ン
ト
（
Ｄ
Ｅ
Ｓ
）
で
は
10
％
前
後

の
再
狭
窄
を
起
こ
す
こ
と
が
知
ら
れ

て
い
ま
す
。
最
近
ま
で
は
再
狭
窄
を

起
こ
し
た
ス
テ
ン
ト
内
に
更
に
薬
剤

を
塗
布
し
た
ス
テ
ン
ト
（
Ｄ
Ｅ
Ｓ
）

を
重
ね
て
留
置
す
る
治
療
法
を
行
っ

て
い
ま
し
た
が
、
当
院
で
は
２
０
１

４
年
よ
り
再
狭
窄
抑
制
薬
剤
を
コ
ー

テ
ィ
ン
グ
し
た
バ
ル
ー
ン
（
Ｄ
Ｃ
Ｂ
）

を
使
用
し
た
治
療
を
積
極
的
に
使
用

し
て
い
ま
す
。
こ
の
治
療
法
で
は
ス

テ
ン
ト
内
の
金
属
量
が
増
え
な
い
こ

と
や
、
治
療
部
か
ら
出
る
冠
動
脈
の

枝
（
側
枝
）
の
血
流
低
下
を

避
け
る
こ
と
が
で
き
る
と
考

え
て
い
ま
す
。

　

冠
動
脈
の
高
度
石
灰
化
で

は
、
治
療
の
た
め
の
バ
ル
ー

ン
が
通
過
し
な
か
っ
た
り
、

通
過
し
た
と
し
て
も
十
分
な

拡
張
が
得
ら
れ
ず
ス
テ
ン
ト
留
置
が

行
え
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
当
院

で
こ
の
よ
う
な
症
例
に
対
し
、
高
速

（
15
―
20
万
回
転
／
分
）
で
回
転
し
て
、

動
脈
の
石
灰
化
病
変
を
削
る
ロ
ー
タ

ブ
レ
ー
タ
ー
を
積
極
的
に
使
用
し
て

い
ま
す
。
ロ
ー
タ
ブ
レ
ー
タ
ー
で
削

り
取
ら
れ
た
組
織
片
は
理
論
上
赤
血

球
よ
り
小
さ
く
破
砕
さ
れ
る
た
め
、

血
管
の
末
梢
で
目
詰
ま
り
し
な
い
と

さ
れ
て
い
ま

す
が
、
当
施

設
で
は
全
例

で
手
技
に
よ

る
血
流
低
下

を
防
ぐ
薬
剤

（
シ
グ
マ
ー
ト
）

を
投
与
し
て

合
併
症
発
症

率
の
低
下
を

は
か
っ
て
い

ま
す
。

　

以
上
の
よ
う
に
、
当
院
で
は
最
新

の
治
療
法
で
患
者
様
に
最
良
の
医
療

の
提
供
を
心
掛
け
て
い
ま
す
が
、
内

科
的
治
療
困
難
と
考
え
る
場
合
は
、

躊
躇
せ
ず
に
高
い
技
術
を
持
つ
心
臓

血
管
外
科
に
コ
ン
サ
ル
ト
し
、
幅
広

い
視
野
で
の
治
療
方
針
決
定
を
行
な
っ

て
い
ま
す
。

出典：インフォームドコンセントのための
　　 心臓・血管病アトラス（トーアエイヨー）

①

②

③

【ステント留置模式図】
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テ
ン
ト
留
置

◆
ロ
ー
タ
ブ
レ
ー
タ
ー

◆
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バ
ル
ー
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Ｄ
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Ｂ
）

治療前 ロータブレーター（矢印） ステント留置後
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生
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片　

 
桐 　
　

彰

　

膠
原
病
・
リ
ウ
マ
チ
内
科
の
片
桐

彰
で
す
。
静
岡
病
院
勤
務
10
年
と
な

り
ま
す
が
、
こ
の
度
、
平
成
28
年
１

月
よ
り
若
輩
な
が
ら
科
長
と
し
て
、

膠
原
病
・
リ
ウ
マ
チ
内
科
を
統
括
す

る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
気
持
ち
新

た
に
気
を
引
き
締
め
て
診
療
に
あ
た

ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

と
こ
ろ
で
皆
さ
ん
、
膠
原
病
と
い

う
と
、
ど
の
よ
う
な
イ
メ
ー
ジ
を
お

持
ち
で
し
ょ
う
か
。
関
節
や
筋
肉
が

痛
く
な
る
、
熱
が
何
週
間
も
下
が
ら

な
い
等
が
膠
原
病
の
代
表
的
症
状
で

す
が
、
原
因
不
明
で
治
ら
な
い
病
気

と
い
う
漠
然
と
し
た
印
象
を
お
持
ち

の
方
が
多
い
よ
う
に
思
い
ま
す
。
確

か
に
、
い
わ
ゆ
る
国
の
難
病
指
定
と

な
っ
て
い
る
病
気
も
多
い
の
で
す
が
、

現
在
診
断
法
が
日
々
進
化
し
て
お
り
、

治
療
も
今
ま
で
難
治
と
さ
れ
て
い
た

病
態
に
対
し
て
新
し
い
薬
が
開
発
さ

れ
て
き
て
い
ま
す
。

　

当
科
の
代
表
疾
患
で
あ
る
関
節
リ

ウ
マ
チ
は
、
生
物
学
的
製
剤
と
い
う

薬
の
出
現
に
よ
り
、
症
状
も
な
く
関

節
破
壊
も
進
ま
な
い
「
寛
解
」
と
い

う
状
態
が
治
療
目
標
と
な
り
ま
し
た
。

そ
ん
な
最
新
治
療
を
い
ち
早
く
取
り

入
れ
つ
つ
、
漠
然
と
し
た
患
者
さ
ん

の
不
安
に
対
し
丁
寧
に
お
答
え
し
、

暗
い
面
持
ち
が
満
面
の
笑
顔
に
な
る

よ
う
明
る
い

診
療
を
心
掛

け
ま
す
の
で
、

御
気
軽
に
お

声
掛
け
く
だ

さ
い
。

小 

池 

道 

明

　

本
年
７
月
19
日
よ
り
、
電
子
カ
ル

テ
を
導
入
し
ま
す
。
他
関
連
病
院
の

経
験
を
活
か
し
て
、
よ
り
洗
練
さ
れ

た
運
用
を
目
指
し
て
お
り
ま
す
。

　

最
も
期
待
で
き
る
の
は
、
カ
ル
テ

出
し
に
発
生
す
る
、
外
来
待
ち
時
間

の
解
消
で
す
。
特
に
、
初
診
の
患
者

さ
ん
た
ち
に
は
お
待
た
せ
す
る
こ
と

が
多
か
っ
た
の
で
す
が
、
大
幅
な
短

縮
と
な
る
と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
、
検
査
結
果
が
す
べ
て
一
括

し
て
電
子
カ
ル
テ
に
収
ま
っ
て
い
ま

す
の
で
、
患
者
さ
ん
へ
の
結
果
説
明

や
結
果
の
患
者
さ
ん
へ
の
提
供
に
漏

れ
が
な
く
、
即
座
に
行
う
こ
と
が
で

き
ま
す
。

　

ま
た
、
症
状
や
治
療
の
経
過
が
リ

ア
ル
タ
イ
ム
に
分
か
り
、
医
療
を
確

実
に
安
全
に
提
供
で
き
ま
す
。

　

最
初
は
慣
れ
な
い
こ
と
も
あ
り
、

ご
迷
惑
を
お
か
け
す
る
こ
と
も
あ
る

と
思
わ
れ
ま
す
が
、
決
し
て
画
面
だ

け
を
見
て
い
る
職
員
に
な
ら
ぬ
よ
う

努
め
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
ど
う
か

長
い
目
で
見
守
っ
て
い
た
だ
き
た
い

と
存
じ
ま
す
。
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広報誌をご覧の皆様へ
ご意見ご要望等ございましたら、下記まで御連絡下さい。

問合せ：順天堂大学医学部附属静岡病院 医療サービス支援センター地域医療連携室
電　話：０５５-９４８-３１１１（内線）３５５０

■共催／順天堂大学医学部附属静岡病院／順天堂大学医学部／静岡災害医学研究センター／伊豆の国市
　　　一般社団法人田方医師会

順天堂大学医学部附属静岡病院　地域医療連携室
TEL：055-948-3111㈹　FAX：055-948-2103（直通）
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●
●
●
●
●
●
●
●
●

市
民
公
開
講
座
開
催
の
ご
案
内

順天堂大学静岡病院市民公開講座 第４６回

順天堂大学静岡病院市民公開講座 第４７回

お問い合せ

参加費
無料

申込み
不要

『うつる皮膚病　うつらない皮膚病』
～こわい皮膚病　こわくない皮膚病～

講　師　皮膚科　教授　吉池 高志先生
よし いけ たか し17：30～18：30

（開場17：00）

平成28年
8月23日■火

『リンパ腺がはれたら』
～いろいろな病気でリンパ腺ははれます～

講　師　血液内科　教授　小池 道明先生
こ いけ みち あき17：30～18：30

（開場17：00）

平成28年
9月26日■月

～骨が弱いと長生きできないって・・・本当？～

定　　員／350名（定員に達した場合はお断りすることもございます）●

伊豆の国市四日町772（伊豆箱根鉄道「韮山駅」より徒歩約５分）

参加方法／どなたでも自由にご参加いただけます。当日、直接会場までお越し下さい。●

順天堂大学静岡病院市民公開講座 第４５回

講　師　整形外科　先任准教授　大林  治先生
おお ばやし おさむ

13：30～16：00
（開場13：00）

平成28年
7月30日■土

参加費
無料

申込み
不要

『静かなドロボー　骨粗鬆症』

『骨粗鬆症の予防・改善に運動をしよう！』
～健康寿命を伸ばすために～

講　師　理学療法士　小林 敦郎先生
こ ばやし ろうあつ

メインテーマ：メインテーマ：メインテーマ：≪骨粗鬆症≫≪骨粗鬆症≫

講演②

講演①

韮山文化センター（韮山時代劇場）大ホール場
所

定　　員／100名（定員に達した場合はお断りすることもございます）●
参加方法／どなたでも自由にご参加いただけます。当日、直接会場までお越し下さい。●

管理棟４階　第１会議室
静岡県伊豆の国市長岡1129番地順天堂大学医学部附属静岡病院場

所

小
児
専
用
病
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開
設

小
児
専
用
病
棟
開
設

小
児
専
用
病
棟
開
設


